













（ 続紙 １ ）                             















































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
本研究によって、これまでプラナリアのゲノム配列決定が多くの研究室で試みら
れてきたにもかかわらず、長いゲノム配列が得られなかった理由の一端が明らかに
された。すなわち、無性生殖によってクローンで増殖した個体であっても、そのゲ
ノム配列は均一でないばかりか、逆に多くの遺伝的変異を蓄積していたという驚愕
の事実が明らかにされた。今までは、無性生殖は主に個体数の増加のための手段
で、進化的な側面で大きな意義があるとは考えられてこなかった。これに対し、本
研究で明らかになった非常に多数の変異の存在は、無性生殖による自己増殖とそれ
を支えるプラナリア特有の幹細胞システムに起因すると考えられた。すなわち、今
までは個体レベルでの自然選択によって進化が語られてきたのに対し、本研究は、
無性個体においては、細胞レベルでの自然選択がかかることで環境に適応した細胞
だけが幹細胞として生き残る—という新たな進化のメカニズムが存在することを示唆
した。そして無性個体が有性生殖へとスイッチングすることで、環境の中で選択さ
れた幹細胞から生殖細胞が作られると、一世代で新たな環境で選択された遺伝子が
固定されうる可能性が出てきた。このように、無性生殖と有性生殖をスイッチング
する生き物には、従来考えられてきた進化のストーリーとは異なる次元の進化ス
トーリーが存在することが示された。 
 
よって、本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。また、
平成２８年１月１３日、専攻学術及び外国語の学力に関する口頭試問の結果、本学
大学院博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することを確認し、合格とし
た。 
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